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平成２７年３月甲良町議会定例会 

一    般    質    問 

順番 質問者 質   問   事   項 答弁者 

 

１ 

 

 

 

２ 番 

阪東 佐智男 

１、医療費無料化について 

①  昨年１０月１日から中学校卒業まで医療費無料化

を拡大し、既に４か月が経過したが、それにより対

同時期の町負担がどの程度になったか。 

 

２、介護保険について 

①  介護保険の実情は直近の決算では7億2500万円の

支出であり個人徴収は県下で最も高い。認定者数も

年々伸び私の理解している累計では約440人程度で、

居宅と施設を併せた介護サービス費は、年々増えて

いる。 

 今後団塊の世代を含め認定者の増大が予想され、

町として予防ケア等の改善策が必要と考えるが。 

 

② 既に町として筋力向上トレーニング、転倒予防教室、 

 せせらぎサロン等の介護予防事業への参加を積極的に 

 呼びかけているが、近年参加の状況は。 

 

３、下水道事業について 

① 下水道の面整備は、平成２２年度で完了し現在は、 

 維持管理に重点が移っているが、水洗化率が県平均の 

 約９０％と比べると、６５．８％と大幅に低い。 

  今後、水洗化率の向上のためどの様な方策を講じる 

 のか。 

 

４、不祥事事項是正につき  

① 今年も職員の異動時期が近づき、昨年高額医療費の 

 請求漏れにおいて町民に多大な迷惑を掛けた。 

  今後、このような不祥事を防止するため、どのよう 

 歯止めをされたのか具体的な改善内容は。 

 

５、学校教育について 

① 県が学力調査の結果を受けて学ぶ向上滋賀プランの 
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順番 質問者 質   問   事   項 答弁者 

  

 

２ 番 

阪東 佐智男 

 策定をされている。中で重視する６つの視点を明示さ

れているようだが、具体的にどのような中身か。 

 ４年間で目標の水準に達するため甲良が重要視する内

容はどのようなものか。 

 (計画内容であるため現状の考えで結構です) 

 

６、地域おこし協力隊について 

① 甲良町は、創成会議資料で2010年から2040年若年

女性の減少率65.5％、県下で最も高い。総務省はこの

ような地域に対し地域おこし協力隊への事業の助成を

しているが、初期隊員からは勤務地は彦根等近く利便

性が良いが、住宅と子育て世代の支援策が重要と発言

されているが、甲良として１年経ち今後整備が必要な

点はどのようなものか。 

② 第２次地域おこし協力隊募集を締め切られ見学ツア

ーを開催された反応はどうか。  

   

７、ふるさと納税について 

① ふるさと納税第二弾の推進として１２月議会に説明

があり、この２月には町自慢の甲良米を贈るコースを

再開され、米在庫の底がつき２週間で締め切りをされ

たことは残念である。 

  新米の需要が過ぎこれから本格的に米の需要が伸び

る時期と考えられる。 

  まずは米を求める方は、何人で寄付金はどの程度か。 

② もうすぐ植え付け時期が始まり予約確保の必要性 

 は。(キヌヒカリ・日本晴等 品種拡大) 

  もっと地域農協と摺合せをしてニーズに答える連携

が今から必要ではないか。 

 

８、滞納について 

① 決算議会で監査委員より住宅使用料・給食費等の滞

納につき公正・公平性を確保するため、納期限内納付

を推進し、町長の陣頭指揮のもと、法に基づいた強固

な滞納整理の執行をされたいとの意見書があったが、

今年の推進状況はどうか。 
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順番 質問者 質   問   事   項 答弁者 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

５ 番 

濱野 圭市 

 

１、 防災センターの是非を問う 

①  基本計画の進捗について 

②  一年前の計画と現在の計画の推移について 

③  防災センターの必要性について 

④  現庁舎の耐震診断について 

⑤  現庁舎の延命化について 

⑥  色々な角度での検討について 

⑦  財源について 

⑧  住民合意をどの様にするか。 

 

２、 空家対策の課題 

①  調査分析について 

②  危険箇所対応について 

   

３、 入札のあり方 

①  小規模な物件までの一般競争入札の適用について 

②  「道の駅」一部施設の入札について 

③  一者応札の要因、改善対策について 

④  一者応札の違法性について 

 

４、水道過料処分取消請求の裁判結果について  

①  裁判結果について行政の見解を問う。 

②  議会に対する説明責任は。 

③  丸山プロパン協力の上、不正取水が成り立ってい 

  ると裁判所が判断している。行政の対応について 

④  違法な過料金額を提示した行政責任は。  

⑤  町民に対する説明責任は。 

⑥  今後の課題について 
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順番 質問者 質   問   事   項 答弁者 

 

３ 

 

 

６ 番 

丸山 光雄 

１、道の駅「せせらぎの里こうら」の管理運営ならびに 

  関連する振興策について 

 昨年１２月議会でパシフィックコンサルタンツ株式会

社など３社の合同企業体に指定管理移行が決まり、町民

から不安など様々な意見が寄せられている。今後、道の 

駅にかかわる事業がどのようになるのか、甲良町政にも

大きく作用するものと考えられる。つまり、当局が目的

とした「農業振興」と「地域振興」に道の駅事業を活か

せるのか、いなか、だと思う。 

 

①  合同企業体と締結した協定書の内容をいち早く議 

  会・町民・関係団体に公開すべきと思うが、どのよ 

  うな内容か。 

②  その中に赤字が出た場合の取り決めがあるのか。 

  一定期間の後は「赤字額を町は補填しない」とすべ 

  きと考えるが、見解は。 

③  生産者組合との合意はどうか。組合の意見を最大 

  限尊重すべきだが、見解は。 

④  従業員の身分は、従来通りに継続すべきだと考え 

  るが、協定書では、そのように明記されているか。 

⑤  町内農産物や加工品の割合を高め、町内産業の育 

  成を重視することが大切である。そのために何を取 

  り組もうとしているか。過去に取り組んできた長寺 

  地区のゆず、在士のサクランボなどが、本町の道の 

  駅をはじめ、市場に出荷されるまでの力量をつけて 

  きたのか。継続的な指導・援助が必要だと考えるが、 

  見解は。 

⑥  加工所を現在の給食センター内に設置する計画が 

  進められていると聞くが、どのような計画になって 

  いるか。利用者・関係者の要望・意見を十分反映す 

  ることが大事ではないか。 

 

２、環境問題を町民とともに考える上でも燃えるゴミの 

  週２回収集は切実 

①  来年度から週２回収集を４ヶ月にするのか。そし 

  て、通年の週２回収実施に向けての検討状況はどう 

  か。 
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順番 質問者 質   問   事   項 答弁者 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 番 

野瀬 欣廣 

１、甲良町新総合計画の実施状況を問う 

①  平成２７年は新総合計画の中間年にあたるが実施 

  状況は。 

②  当面する重要な施策・課題は何か。 

③  甲良町の東西をつなぐ町道改良計画は。 

④  県道昇格の計画をしているのであれば、県への働 

  きかけの実情は。 

⑤  県では道路整備はアクションプランに基づき計画 

  的に整備されることとなっているが、県道路行政と 

  町行政の思惑の違いはないのか。 

 

２、道路占有問題を問う 

①  道路占有問題については、１２月議会の一般質問 

  後確認されていると思うが、問題があったのか、無 

  かったのか。根拠を示して回答を。 

②  官民境界を含む町道の管理は建設水道課の所轄業 

  務である。町道は町道台帳をもとに町有地管理され 

  ていると思うが、間違いないか。 

③  法務局の測量図を確認すると、昭和５６年から登 

  記の変更が無く、町道部分はおおよそ幅１０ｍであ 

  り、駐車場が町有地にかかっていると思われるが、 

  見解は。 

 

３、人口減少問題を問う 

①  人口減少に対する町民アンケートで企画監理課長 

  が重要と考えるアンケート回答結果は何か。 

②  近隣市町の連携が大切だと考えるが、計画は。 

③  地域を活性化することも人口減少に歯止めをかけ 

  るひとつの解決策と考えるが、その中で「地域おこ 

  し協力隊」の果たす役割と地域活性化への足がかり 

  はつかめたか。また行政と隊員２人が向かう方向性 

  は同じか。 

④  今後の進め方は。 
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順番 質問者 質   問   事   項 答弁者 

  

 

３ 番 

野瀬 欣廣 

４、水道過料処分取消請求の裁判結果について 

①  担当課長として見通せなかったのか。行政として 

  何が不十分であったのか。反省はあるのか。 

②  Ｍ業者の違法行為は明らかであるが、行政処罰お 

  よび刑事処罰をどのように考えているのか。 

③  朝日新聞に判決に対する不満を掲載されていた。 

  個人的感情でなく司法的に疑問があれば控訴すれ 

  ばいいのだが、今回控訴を見送ったのはなぜか。 

④  今回の裁判前には個人を狙い撃ちにしたような告 

  発があったが、今後も盗水が発見されれば告発に踏 

  み切るのか。 

 

建設水道課長 

 

建設水道課長 

 

建設水道課長 

 

 

建設水道課長 

 

５ 

 

 

４ 番 

西川 誠一 

 

１、庁舎について 

①  庁舎の改修はいつ頃実施するのか。 

②  剥落対策はどうするのか。 

③  壁面の亀裂の調査はしたのか。 

④  暖房機器は何を導入するのか。 

 

２、道の駅について 

①  1月16日入札の会議室新築工事物件の入札の種類 

  は何か。施設仕様書を提出願う。 

②  使用目的を問う。 

③  当初予算説明との整合性を問う。 

④  指定管理への移行に向けて作業は順調に進んでい 

  るのか。 

⑤  出荷増産に向けての生産者対策はどうなっている 

  のか。 

 

３、三川分水公園について 

①  分水公園は都市公園法で認定されているのか。 

②  トイレが長期間使用不能となっているが何故放置 

  しているのか。 

③  公園と呼称するならトイレは必要である。 

④  周辺整備と犬上川河川敷整備をすれば集客も可能 

  と思う。県へ要望をすべきである。 
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順番 質問者 質   問   事   項 答弁者 

  

 

４ 番 

西川 誠一 

４、地方創生について 

①  県の方針はどのようなものか。 

②  本町として検討中の提案事項は何か。 

 

５、新年度予算について 

①  住民福祉向上に向けて努力された点は何か。 

②  ふるさと納税の進捗と成果は。 

③  町民が他市町村へ納税した額はどれくらいか。 

 

企画監理課長 

企画監理課長 

 

 

総務課長 

企画監理課長 

税務課長 

 

６ 

 

 

１ 番 

山田 裕康 

１、町の獣害被害対策について問う 

①  現在、町の農作物に対しての獣害被害は、どのぐ 

  らいあるのか。 

②  第一化成滋賀工場付近の住宅近くに、転作で植え 

  られている麦の被害があり、町にも報告がされてい 

  るということだが、どのように対処しているのか。 

③  長寺西区から要望が出されている、ゆず公園の電 

  柵は、設置しなければ農作物への被害が、民家近く 

  まで及んでいるが、どのように考えているのか。 

 

２、町の幼稚園、小学校、中学校の道徳教育を問う 

①  改正教育基本法に「道徳心を培う」ことが明記さ 

  れたが、どのようにしていくのか。 

②  文部科学省のホームページでは、幼稚園において、 

  各領域を通して総合的な指導を行い、道徳性の芽生 

  えを培うとあるが、どのような取り組みを行ってい 

  るのか。 

③  文部科学省のホームページでは、小・中学校では、 

  「道徳」の時間（年間３５単位時間）を要として、 

  各教科、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活 

  動のそれぞれの特質に応じて、学校の教育活動全体 

  を通じて行うと書かれているが、どのように取り組 

  みしているのか。 

④  文部科学省のホームページでは、指導計画の作成 

  として、道徳教育の推進を担当する教師を中心に、 

  全教師が協力して道徳教育を展開するため、道徳教 

  育の全体計画と道徳の時間の年間指導計画を作成す 

  るものとすると書かれているが、その内容は。 
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順番 質問者 質   問   事   項 答弁者 

 

 

 

 

１ 番 

山田 裕康 

 

 

 

⑤  人口減少から、若い世代が成人してから、外に出 

  るケースが多いが、町のイメージが悪いと聞くが、 

  誇り教育も必要だと思うが、どのように考えるか。 

 

３、２０１５年度の県の教育方針について問う 

①  平成２７年２月１１日の中日新聞で、県の２０１ 

  ５年度県予算案の記事において、小学校全学年での 

  ３５人学級実現、土曜学習支援など新事業を打ち出 

  し低迷する滋賀の学力をてこ入れすると載っていた 

  が、それに対しては、どのようになるのか。 

 

４、４月からの給食費、また徴収について問う 

①  ４月からの給食費は、いくらになるのか。 

②  ４月から新しい給食センターに移行するが、今ま 

  での給食費の滞納分の徴収は、どのようになるの 

  か。また、４月以降は、どのようになるのか。 

 

５、町の所有地のこれからの有効利用について問う 

①  現在、町の所有する大林組からの寄贈された土地 

  などは、どこまで計画は進んでいるのか。 

②  ごみ焼却場の予定地だった谷川さんの土地は、自 

  然に恵まれており、大滝の高取山のようにキャンプ 

  場にしたらどうかと、町民からの要望が出されてい 

  ると聞くが、何か考えているのか。 

 

６、今後の社会福祉協議会の経営方針を問う 

①  人員不足により、今後、訪問介護が無くなると聞 

  いているが、どのように対処していくのか。 

②  今後、人員不足が深刻になり、利用者に対して、 

  十分なサービスが提供出来なくなる可能性があると 

  聞くが、どのように対処していくのか。 

学校教育課長 
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順番 質問者 質   問   事   項 答弁者 

 

７ 

 

 

１１ 番 

西澤 伸明 

 

 

 

１、原発そのものの危険性と防災計画における原発事故 

  の対応について 

①  高浜原発などの再稼働に反対の表明を行い、町民 

  の命と琵琶湖を守る立場を明らかにすべきと考える 

  が。 

②  避難計画策定にあたっての現状と課題はどのよう 

  に掌握しているか。 

 

２、介護保険について 

①  「医療・介護総合法」（略称）に基づく「新総合事 

  業」の導入を同法の付則第14条を適用し、その実施 

  を2年間遅らせる条例を制定することが必要ではな 

  いか。 

②  第6期介護保険事業にあたって、保険料の算定に 

  ついて値上げをしないためのあらゆる手だてを講じ 

  ることが必要ではないか。 

③  政府が、今年8月から利用料を2割負担に引き上 

  げる方針を固めているもとで、町独自の助成措置を 

  検討してほしいが。 

  

３、低所得者・生活困窮者の生活と健康を守ることは町 

  政の大事な仕事 

 国民健康保険は町民の健康維持の拠り所。増税不況が

広がる中、失業、倒産、非正規雇用の増加で貧困と格差

はますます深刻な状況。 

①  国保税に関する以下の実態について説明を求め 

  る。 

   今年度直近の国保税滞納世帯数、国保加入世帯数 

  に対する滞納世帯の割合、差し押さえ延べ件数、同 

  実数、それぞれその金額、滞納処分（換金）件数と 

  その金額、短期保険証・資格証明書の発行件数。 

②  町行政が町民の財産を差し押さえることであり、 

  慎重な上にも慎重をし過ぎることはない。個々のケ 

  ースを充分に確認しているか。 

③  一般会計から国保会計に繰り入れし、国保税の引 

  き下げを行うべきでは。 

 

 

 

総務課長 

 

 

総務課長 

 

 

 

保健福祉課長 

 

 

 

保健福祉課長 

 

 

保健福祉課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

税務課長 

 

 

 

 

 

税務課長 

 

 

住民課長 
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順番 質問者 質   問   事   項 答弁者 

 

 

 

 

１１ 番 

西澤 伸明 

 

 

 

４、人口減少の克服課題を考える視点について 

①  甲良町において「人口減少問題」の克服に取り組 

  むにあたって２つの柱で整理することが大事だと考 

  える。一つ目は「甲良町から出たい」とする要因 

  の根源を正すこと。二つ目は老いも若きも安心して 

  住みたくなる施策を充実すること。 

②  町民合意をすすめるうえでも「甲良町から出たい」 

  と考える一因となっている「行事が多すぎる」との 

  意見を各区の自治尊重の立場で提起することが大事 

  では。町民の交流が広がっている今、行政が事実上 

  主導する「同和問題」をテーマとする「人権集会」 

  「対話集会」の見直しは欠くことができないと考え 

  るが。 

③  推進組織を立ち上げる場合でも、外部コンサル委 

  託ではなく、何よりも町民の力を引き出すことが最 

  重要で「住みよい甲良にしよう」とお互い知恵を出 

  し合い、企画・立案も含め「町民主人公」を貫くこ 

  とが大切では。 

 

 

企画監理課長 

 

 

 

 

社会教育課長 

 

 

 

 

 

 

企画監理課長 

 


